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１．概要（Summary）

電子線グラフト重合法を用いて作製された温度応答性

細胞培養膜に、モールドをプレスすることで、その構造を

転写した。その際、モールドのパターンがうまく転写される

ように、ガラス転移点以上の温度まで温めてからプレスし

た。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

クリーンルーム×2
【実験方法】

Fig.1 に微細加工膜の作製の概要を示す。電子線グラ

フト重合法を用いて作製された温度応答性細胞培養膜を

Si モールドの上でガラス転移点以上まで加熱し、プレス

することで Si モールドのパターンを転写した。次に室温と

同程度になるまで放置した後に、グラフト膜を Si モールド

から剥離した。ここで Si モールドは 20μｍピッチのライン

アンドスペースで深さ 500nm のものを用いた。

Fig. 1 Fabrication process of micro-fabricated 
membrane.

３．結果と考察（Results and Discussion）

レーザー顕微鏡で観察した Fig. 1 の 3 における表面の

様子を Fig. 2 に示す。

Fig. 2 Laser microscope image of micro-fabricated 
membrane.

Fig. 2 に示すように、グラフト膜に微細構造を付与する

ことに成功した。また、この膜の高低差を計測すると

440nm となり、Si モールドのパターンを高精度で転写す

ることに成功した。
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本研究を進めるにあたり、ご協力頂きました早稲田
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ノ・ライフ創新研究機構の水野潤教授に心から謝意を

表します。
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